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第２７０回例会５８年１１月１７日第276号

出席報告
本日のプログラム
卓 話 「 味 の I I t 界 」 近 藤

次 週 予 定
"1I「アラープの1｜堺あれこれ」

１ １ 月 ２ ４ 日
弘氏

１ ２ 月 １ 日
糸賀昌昭氏
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土 屋 翁 三 君
上 杓 幹 雄 君
｢それでこそロータリー」

猫 本 布 施 合 旧 楠 本 石 渡 神 作 松 朏
南 川 三 楠 杉 i l 」 竹 之 内 鈴 木 寺 川
（病欠承認者２名〉

幹事幹 事 報 告 古 木 勝 治 君
①本日1ﾀ'|会従定"ljの蹴聿役員会を開催します。

②12月１lⅢの４クラブ合同例会の出席依願を奥様

と連名にてご案lj1しましたが今月にて締切ります

ので出来るだけ全国のご出席をお脇いします。

ビジター
越水脈造君（東京町山中）矢部隆剣譜（描浜蹴芥）

村上八郎君、浜野忠良討、薮内宏雄飛、妾倉旭君

小森侃沿、下島国雄君、金水守忍（大和）

借淵菩市郎君（大和il l " )

一

会長
会 長 報 告 長 谷 川 清 一 君
①前lulの例会終了後私と？,木幹事で芦田会員にお

兇郷をお届けして来ました。大変お元気で呰様に

くれぐれも宜敷くとの1Fでした。

極‘ガバナーより礼状を兼ねた苔面が蝿いています

のでUII覧します̅。

委員会報告
プ ロ グ ラ ム 委 員 会 委 員 長 有 沢 昭 二 君

①11月２４Hのfi!誌は近藤弘氏の「味の世界」に変

更します。

②12月1Hの卓話は大和RCの糸賀目昭氏の「ア

ラブの世界あれこれｊと決定しました。 ノ、
１．真実 か ど う か
２ ． み ん な に 公 平 か

S . 好 意 と 友 ' l 青 を 深 め る か
４ ． み ん な の た め に な る か ど う か

■ａ 会日：毎週木曜日１２時30う
長 : 長 谷 j l 「 清

長 イ レ ク ト ： 猪 ． 熊 唯
会 長 ： 上 田 利
事 ： 古 ． 木 勝

報委員：杉山．福本．菊池
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ロータリー情報委員会委員長亀谷志郎君

ロータリー名言カレンダーの申込みですが、個人

的に群務局の方へお申込下さい。

親 睦 活 動 委 員 会 委 員 長 金 井 大 輔 君

本日のお祝の方々をご紹介します。

お誕生日布施光雄君（１１月23日）

入会i氾念日原田穆君（５７年11月18日）

小 島 健 一 君 （ 〃

福本国雄君（５６年11月19日）

クラブフォーラム要旨

「社会奉仕について」 社会奉仕委員会
委員長高橋政勝君

初めに北砂さんが先週、先々週の２回に亘って

会報に１９２３年の決議第34号について詳しく載せ
て頂いて居りますが、これは社会奉仕に関する事

項であり丁度今回のクラブフォーラムと合致しま
して、この席をお借りしてお礼を申し上げます。

今回のクラブフォーラムの進め方としては

①ロータリークラブの活動の中での社会奉仕とは、

②各地域で職業を通じて社会奉仕をされている方
々のご意見を述べて頂く。

③今年度のﾈt会奉仕委員会としての報告、という

形で進めて行き度いと思います。

①ロータリークラブの活動の中での社会奉仕とは

社会奉仕を大別すると、個人的活動を中心に１，

ているクラブと団体的活動に力を入れているクラ

ブかあります。いずれにせよ自分達の地域社会を

良くしていくためにロータリークラブか行うもの
であると↓・う事です。次に団体奉仕を行う場合そ

れは社会的問題の救済という側面も有りますがあ

くまでもその行動を通じて各ロータリアンの教育

人格向上を行う事、又立派な事業を行うにしても

予算の裏付けのない物はやるべきではない。宣伝

広報に主力を置いてに|}味の薄いものになってはな

らない。他の団体の活動との重複は避ける。蚊後
に個人的努力を必要とする活動の方がロータリー

の精神に合致している。以上の５つの点が決議第

34号の内容です。私達が例会を通じて自己研鐇に

努めれば必ず周囲の人々をうるおす事になりこれ
が社会奉仕であると言う事です。即ちあくまでも

個人的活動を中心として行なわれると言う事が基

本であるといわれています。

②各会員の意見
二見会員先日来日した米国のレーガン大統敞の

ナンシー夫人かアメリカのPTAの全国協議会が

ｽ ﾏ ｲ ﾉ啄ﾂクス
へお廿t話になります。

東京町H１中RC越水会員

描浜瀬芥RC矢部会員
大 和 R C 村 上 会 員 浜 野 会 員 薮 内 会 員 妻 倉

会 員 小 森 会 員 下 島 会 員 金 会 員

大和田園RC菅沼会員

小島君早いもので入会1年が過ぎました。勉強
がまだたりませんが、良きロータリアンとし

て頑張って行きたいと思います。よろしくお

願いします。

土屋君先週急な用事で欠席しました。辻会員に

はSAA代役ありがとうございました。おか

げで商談が首尾よくまとまりましたので心ば

かり少々スマイルします。

上田君折角のフォーラム、公務のため（予防接

種）１時半にて失礼します。あしからず◎

原田君おかげさまで３６５日たちました。出場記

録更新を目指します。

松本(剛君商業近代化研究会に出席のため1時半

で帰らせて頂きます。

松刺ヨ君妻の誕生日祝っていただきありがとう
ございます。組合理事会の為１時半で帰らせ

ていただきます。
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出している月刊誌に、ファーストレディから皆さ

んへという署名入りの手紙形式で、あるローカル

テレビの番組が青少年問題について大変優れた作

品なので全国放送を行うので見て欲しいという記

事でした。大統髄夫人という地位にある人が民間

放送局の番組を推せんするという事は日本では考

えられない事ですが、米国では個人のボランティ

ア奉仕力;そこまで行っているのかと感心しました。

又私はボランティアとして青少年の補導員をやっ

ていましてシンナーを吸う子供に接してきました

が、今の青少年は人に迷惑を掛けなければ何をし

ても良いという感覚が強い事、一番の被害者は自

分という事が解らない状態でこれは考えなければ

ならないことだと鼓近実感しています。

上田会員私共の仕事に限らずどんな仕事でもと

にかく真心を込めてやっていればそれが即ち社会

奉仕になると理解しています。我々診療面で申し

ますと病院へ行って検査を受けて薬をもらう事だ

けが治療ではなく、その前に病気の症状をつかむ

病気の物指しを教えて上げるのが仕事だと解釈し

ています。又大和市には救急体制というのがあり

まして一次救急体制を我々医師会か受持っていま

す。これは三次の北里大学病院迄の体制が出来て

いまして亀谷内科病院は二次を受持って居られま

すがあらゆる病状に対して即応出来る様になって

います。

猪熊会員私は52年の５月から新橘通り商店街の

会長を引き受けまして今年の５月迄満６年間勤め

させて頂きましたかオイルショック以降種々の外

部要因、昔からの殿様商法的体質の改善を行って

お客様と密着した何か特徴のある商店街を作ろう

と考えて居りました所城南信用金庫の支店長さん

からアドバイスを受けまして高円寺商店街の阿波

踊りか有名になっているので参考にしたらという

事で現地に出掛けまして色々研究をしましたが形

の無いものを一つの形にするという事は非常に苦

労が伴うものでして、個人的負担も大変なものが

ありましたが、幸いお客様に大変喜んで頂きまし

てPRにも非常に役立ったと自己満足して居る訳

です。

近藤会員私はボーイスカウト関係のお手伝いを

していますか、ボーイスカウトは県央地区で25団

ありまして約２０００名。大和市では８団約６００名
の子供とそれを指導している大人が約１割入って

います。それぞれの画1体は自主運営でして自分の

予算は自分で営うという形をとっています◎

当クラブでは辻さんが地区の委員長で県の側ｻﾄ、

松本三郎さんが地区の会計という事でお手伝い頂

きまして私はこの地区の事務局を担当しています。

ボーイスカウトは野外活動を通じて健全な大人に

育つようにという目的でやって居りまして大人は

まわりで見つめて活動しやすい様に手伝いをする

という形でやっています。

富沢会員ネ|:会奉仕はよく相手のニーズを知るこ

とによってそれにマッチした事を行う事が非常に

大切であると思います。次に物や金の奉仕ではな

くあくまでも自力更生の方向へ持って行ける様な

もっと心の[mでも奉仕、援助という事をあらゆる

奉仕の分野で通用して行く心がまえが必要だと考

えます。物量作戦ではなくロータリアンがそれぞ

れ置かれた立場で自力史生が出来る様な援助の橋

渡しが大切だと考えて居ります。

古木幹事札は色々な団体に底していますが、剣

道のけ|体にも|封係して居りますが剣遊は心身共に

すこやかな非常にたのもしい子供を作るものです。

駁初のうちは竹刀１本持たせないでまず礼儀作法
から教えます。そして両親も一諸に座らせて、教

えます。厳しくやるかわりに子供が良く出来た時

はほめてやりなさいと学校の先生方には話してい

ます。ロータリーを通じて色々な方から人生経験

等をお聞きして自分自身で組立てて行きそれを地

域社会やﾈ|:会は|体に奉仕することが社会奉仕の一
つだと感じております。

上村会員洋の東西を問わず貴婦人から貧民に到
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いをめぐらすのが本当の奉仕の第一歩だと、です

から奉仕をするよりも奉仕をする心掛をまず作

り上げて行くのが先決だと思っています。

事業を拡大する!l¥を湯えるよりも１つ１つのこ
とに目を向けてそれを支えていく事の出来るロー

タリアンになる様心掛けることが急務だといつも

実感として思っています。

北砂会員小さな:I#からそして仙人の中に#|会奉

仕というのかあると感じています。団体でやるか

ら私もやろうじゃないかというのではなく仙人仙

人の心の持ち方によって社会奉仕というものは小

さなものから始っていくという1擁です。札は先ﾉｊ
ロント；ンに行って来ましたか、やはり英111は紳士

の国だと感じました。１つの例としてイギリスの

タクシーは全部仙人タクシーです。非常に雌しい

試験があり、迎砥の技術もさることながら、ロン
ドン近郊の地即を完全に知っておく事か求められ

ます。従ってお群さんは安心してタクシーに乗れ

る訳です。これは職業水仕にもつながると号えま

す。先JIILからお;活を聞いていますと職業末付とドＩ

会奉仕が一緒になっている様に感じました。これ

はあえて別に1浦ずる必塾はないと思います。（'|分

か毎日の生椚に於いて小さなまでもよいのですが

それがﾄ|:会本ｲtだと清う|j#、社会奉仕というとJI

常に大げさな蝶じがするのですが、「１分の心のｲ1I:
ち方で州手ﾉﾉｰのＷ坊に如ｲ側jになって考えるかとい

うのがロータリーのﾉ,If本になるわけです。

したがってこの34条というのはそういうＪ１史本の

もとから決議されたと私は考えているわけです。

る迄全ゆる階層の人々が暗黙のうちに他人の；,ilみ

に[1をつむる1侭を潔ぎ良しとしない風習をルーは持

っていたと思います。しかも人助けの行為を人に

跨るという『)#は鼓もいやしい行いとして戒められ

るということでもありました。今日のWIIかな社会

でWI}さのあまり他人の痛みが兇えなくなっている

社会が今日出来上っているのではないかと思いま

す。この磯かさという事について今一度真剣に考

えなおす堺によって私共ははじめて水仕というも

のの本当の意味がみつけられるのではないかとい

う気持が致します。

③今年度の社会奉仕の事業計画について

高橋委員長本年度の計l由Iの１つとして陣'好荷の

力を１日「|然の中で楽しんでもらう会を計仙iしま

した。これは３年目になりますが柵ｲll:.ll務Ｊ１にも

ﾎ''1淡したところ例年通り地引網が一稀迦切だとい

;@l↓で今年度も実施したいと考えています。２番

目の価値ある善意の捉供という事ですが１つには

生きかい:1f巣団という年寄りの方の旧1体がありま

すがそこにｲiＩか仕張をお願いするという､鴬、２つ

めには大和市の福田にあります陣『厚君の団体があ

りますがそこで印刷と焼ものをやっています。そ

こで出来た製品をひとつロータリアンの方々に使

ってもらい度いという考えを持っています。

j'!ｋ後に大和中ロータリークラブかこのﾈ1余水仕

というものにどういう風に｣IXり組んで行けば｣!とい

かというﾘﾄについてこ意見を頭きます。

長谷川会長先涯上村さんが言われた様に本11に

どこ迄広げたら奉仕として社会にi認められると

か$認められないとかいう問題ではなく、やった

人が充分やれたという自己机j足ですませて良いか

どうか大変難かしい問題だと思います。もっと少

さな'川題に目を向けてそういう隅j題をはり起しな

がら一悉底辺をささえるだけでも粘椛クラブの存

ｲfか地域社会に役Mつのではないかといつも湯え

ています。ですから決して大きく手をILげて入金

を仙うより、何を与えるか、という|Iｉを哀剣に居、

《、
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